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反復活性炭注入を行ったfenthionによる重症有機リン中毒の幼児例
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反復活性炭注入を行った
fenthionによる重症有機リン中毒の幼児例

大島美保斎野朝幸印鎗史衛

Table１．Laboratorydataonadmission，有機リン系殺虫剤は急'性毒性が強く，開発当初に

重症急'性中毒が多発したため，現在では低毒性製剤

が製造，販売されている。しかし，自殺目的や誤飲

による大量摂取の例では，重症急性中毒の報告もま

れではない。また最近では症状や治療法などが類似

するサリン中毒が話題となり関心が高まっている。

今回われわれは，低毒性有機リン剤(fenthion，バ

イジット③）を誤飲し，急性中毒症状を呈した１歳

女児に活性炭の反復注入および硫酸アトロピン，

PAM（プラリドキシムヨウ化メチル）で治療し救命

した。fenthion血中濃度，臨床経過から治療の有効

性を検討したので報告する。
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患者：１歳７カ月，女児

既往歴：特記すべきことなし

現病歴：1993年４月，農薬散布作業に使用してい

た伽俳缶に口をつけているところを発見され，親が

指でﾛ匠吐させた後来院した。衣服に軽度農薬臭があ

ったが誤飲事実がはっきりせず，他覚症状および所

見がないためいったん帰宅した。誤飲約１時間半後

に堰吐があり，顔色不良となったため，再び受診し

有機リン中毒疑いで入院した。農薬は一般名fbnth‐

ion,商品名バイジットという低毒'性有機リン剤の乳

剤で，誤飲量は不明だった。

入院時現症：体重１０kg・顔色不良で軽度の口唇

びらんを認めたが，意識明瞭で神経学的異常はなか

った。縮瞳はなく対光反射を認めた。

入院時検査所見（Tablel）：血清コリンエステラ

ーゼ（以下ＣｈＥと略す）は591U/lと正常下限の

１０%以下に低下していた。肝機能障害はなかった。

臨床経過（Fig.1）：温生食で胃洗浄を行ったが，

軽度の血液混入がみられたのみで農薬臭はなかっ

た。血清ＣｈＥ値の異常低下から明らかに誤飲した

と判断し，硫酸アトロピン0.5ｍｇを静注,ＰＡＭ500

ｍｇを点滴静注した。また筑波中毒'情報センターお

よび製造元と連絡をとり情報収集を行った｡その際，

有機リン剤が腸肝循環する可能性を指摘されたた
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